


しあわせのはなし

朝起きて・・・

自分に「おはよう」

その声さえも一人の室内には愛おしい。

私あわせ。

 

 

街に出て・・・

見知らぬ人に道をゆずられる。

その清々しい笑顔に

視あわせ。

 

 

仕事中ふと思う・・・

あの人は今何をしているのかしら？

メールをしてみようかな？(いや、やめたほうがいい？)

そんな思あわせ。

 

 

突然の訃報。

死あわせ。

大好きだったあの人にもう二度と会えない。

もう二度と話もできない。

心が切り裂かれる。もう生きていけないと思う。

 

それでも・・・

49日。遺影に微笑んでみる。

3ヵ月後。夢で逢う。

半年後。陽だまりの午後に、眠れない夜にその笑顔を思い出す。

 

人生の時々で出逢う慕あわせ。

 

 

勉強は何のためにするのか？

学校へは何のために行くのか？

夢は何のためにあるのか？

 



それは譲れない信念を貫くため。

 その瞬間のための・・・志あわせ。

 

 

辛いこと、悲しいこと、腹が立つこと。

人生にはいろんな嫌なことがある。

Unhappyなことに出遭うたび、誰かがそばにいてくれる。話を聞いてくれる。

時にはその逆も。

私たちは一人ではない。

支あわせ。

 

 

土曜の朝のチャイム。

配達されたダンボール箱。

中身は沢山の食料と手編みのマフラー

私の誕生日。

 

暖かな涙と心にしみるおもい。

 

 

・・・・幸せ。

 

 

いろいろな

仕合わせを私たちは生きている。

 

今日はいくつ「しあわせ」に出逢いますか？


